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地域のみんなで地域のみんなで
見守っているよ見守っているよ

地区社会福祉協議会は、ご紹介したような次世代を見守り応援する活動も含め、各地区に暮らすみなさんの地区社会福祉協議会は、ご紹介したような次世代を見守り応援する活動も含め、各地区に暮らすみなさんの
「「ふだんの　ふだんの　くらしの　くらしの　しあわせ」を願って、様々な団体と協力しながら福祉活動に取り組んでいます。しあわせ」を願って、様々な団体と協力しながら福祉活動に取り組んでいます。
各地区でつくられた地区社協が、相互の福祉活動に関する連絡調整・情報交換をすすめること、また、市社各地区でつくられた地区社協が、相互の福祉活動に関する連絡調整・情報交換をすすめること、また、市社
協と協力を密にして地区住民の福祉の向上を図ることを目的として、昭和59年12月3日に茅ヶ崎市地区社会福協と協力を密にして地区住民の福祉の向上を図ることを目的として、昭和59年12月3日に茅ヶ崎市地区社会福
祉協議会連絡協議会が設立されました。11月７日には記念式典を予定しており、その様子は次号でお届けでき祉協議会連絡協議会が設立されました。11月７日には記念式典を予定しており、その様子は次号でお届けでき
ればと思います。ればと思います。

茅ヶ崎市地区社会福祉協議会連絡協議会が、創立40周年を迎えました

地域では、子どもたちの見守り・居場所づくりの活動が 
展開され、広がってきています。

『子どもたちに安心して育ってほしい』 
『子育てしている世帯を応援したい』
地区社協は、こうした思いを持つ人や、 

団体などと手をつないで、一緒に活動に取り組んでいます。
“高齢者のための団体”…と思われがちな地区社協ですが、 

実は、このまちで育っていく 
子どもたちや、子育て世帯を応援する活動にも 

目を向けているんですよ。

地区社会福祉協議会（地区社協）は、 
子どもたちの見守り・居場所づくりの活動にも取り組んでいます。

元気に育て元気に育て
子どもたち!子どもたち!

みんなとみんなと
一緒だと一緒だと
楽しいね！楽しいね！



身近な地区の居場所としても…身近な地区の居場所としても…

13地区の「地区ボランティアセンター」でお待ちしています13地区の「地区ボランティアセンター」でお待ちしています

地区社会福祉協議会（地区社協）は、地区に暮らす人同士の支え合い活動として、ちょっとした困りごとの相談を受けてお手伝
いをする「地区ボランティアセンター」の活動にも取り組んでいます。
地区ボランティアセンターは、地区の福祉活動の拠点として、支え合い活動が行われるだけでなく、身近な場所のサロンや居
場所としてオープンしているところもあります。
ちょっと休憩…に開放していたり、囲碁将棋を楽しんだり、カフェのようなスペースを提供しているセンターではおしゃべり
を楽しんだり、スマホ教室をやっていたりするところもありますよ。お散歩のついでに、ちょっと訪ねてみてください。
もちろん、一緒に活動してくださるボランティア仲間もお待ちしています！

石川県能登町災害ボランティアセンター石川県能登町災害ボランティアセンター
職員応援派遣報告職員応援派遣報告
去る令和6年7月14日～ 20日の期間、能登半島地震の被災地を支援す
るため本会より職員1名を派遣しました。
最大震度7を記録した1月1日の震災から半年が経過した当時も、家財
の片づけや瓦礫ごみの搬出ニーズはまだ多くありました。災害ボランテ
ィアセンターの運営支援に関わり、被災者とボランティア活動者のマッ
チング業務を行っています。
９月には大雨被害もあり、現地では更なる復興支援を必要としていま
す。引き続き被災地支援事業へのご協力をお願いします。

何かあった時に、ちょっと声をかけられる人が近くにいますか？災害などの時に助け合うにも、日ごろから顔を知っていたり、
あいさつができるつながりがあると安心ですよね。
地区ボランティアセンターは、お互いさまの助け合いや居場所の活動を通じて、日ごろからのつながりを作っていくことを目指
した取り組みでもあります。
あなたのできることで、ご参加くださいね。


